
（神奈川県）

人
・
ま
ち
・
社
会
の
健
康
で
創
る
近
未
来
都
市
像

子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
育
つ
図
書
館
城
下
町

市
政
運
営
の
基
軸
は『
３
つ
の
健
康
』

　

大
和
市
は
、
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

し
、
都
心
か
ら
40
㎞
圏
内
に
あ
る
南
北
約
９
㎞
、
東

西
約
３
㎞
の
、
起
伏
が
少
な
い
平
坦
な
地
形
の
市
で

あ
る
。

　

市
内
に
は
、
私
鉄
３
線
が
乗
り
入
れ
、
新
宿
へ
は

小
田
急
江
ノ
島
線
で
約
50
分
、
渋
谷
へ
は
東
急
田
園

都
市
線
で
約
40
分
、
横
浜
へ
は
相
鉄
本
線
で
約
30

分
、
市
内
に
八
つ
あ
る
駅
か
ら
１
㎞
圏
内
に
居
住
す

る
市
民
の
割
合
は
80
％
に
達
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に

優
れ
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　

そ
の
上
、
東
名
高
速
道
路
や
国
道
２
４
６
号
、
東

海
道
新
幹
線
と
い
う
交
通
の
大
動
脈
が
市
域
を
貫

き
、
東
名
高
速
道
路
の
横
浜
町
田
Ｉ
Ｃ
へ
も
近
く
、

ア
ク
セ
ス
性
が
非
常
に
高
い
。

　

ま
た
、
約
80
の
国
と
地
域
の
外
国
人
が
居
住
す
る

多
種
多
様
な
国
際
色
豊
か
な
ま
ち
に
、
市
立
病
院
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
野
球
場
、
下
水
処
理
場
、
ゴ
ミ

焼
却
場
、
斎
場
、
厚
木
基
地
等
が
所
在
し
、
狭
い
市

域
に
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
そ
ろ
っ
た
、
い
わ
ば

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
よ
う
な
ま
ち
と
い
え
る
。

　

昨
年
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
た
大
和
市
は
、
市

制
施
行
時（
昭
和
34
・
１
９
５
９
年
）の
約
３
万
５
千

人
か
ら
、
現
在
の
23
万
９
千
人
強（
令
和
２
年
８
月
）

に
至
る
ま
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
人
口
を
増
や
し
続

け
、
人
口
密
度
は
県
内
第
２
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
の
地
方
都
市
が
人
口
減
少
に
苦
し
む
近
年
に

お
い
て
も
、
大
和
市
が
成
長
を
続
け
て
き
た
背
景
に

は
、
恵
ま
れ
た
交
通
事
情
な
ど
だ
け
で
な
く
、
大
和

市
が
実
施
し
て
き
た
先
進
的
か
つ
地
道
な
ま
ち
づ
く

り
施
策
・
事
業
の
存
在
が
あ
る
。

　

だ
が
そ
ん
な
大
和
市
に
も
、
少
子
高
齢
化
に
付
随

す
る
人
口
減
少
へ
の
流
れ
の
予
兆
が
、
徐
々
に
で
は

あ
る
が
、
表
れ
つ
つ
あ
る
。
大
木
哲
大
和
市
長
は
、

大
和
市
の
現
在
の
人
口
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
語
る
。

　
「
昨
年
９
月
に
発
表
さ
れ
た
日
本
の
高
齢
化
率

は
、
一
昨
年
よ
り
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
28
・

４
％
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
７（
２
０
２
５
）年
に
は
30
％
、

令
和
12（
２
０
３
０
）年
に
は
31
・
２
％
に

上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
全
体
の

人
口
は
、
前
年
比
で
一
昨
年
が
マ
イ
ナ
ス
44
万
４
千

人
、
昨
年
が
マ
イ
ナ
ス
51
万
２
千
人
と
な
り
、
減

少
の
幅
を
確
実
に
広
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
大
和
市
の
人
口
は
私
が
市
長
に

就
任
（
平
成
19
年
）
し
て
以
来
、
昨
年
ま
で
の
足
掛

け
13
年
間
で
約
１
万
５
千
人
増
え
、
現
在
も
少
し

ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
化
率
は
現
在

23
・
７
％
と
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
転
入

数
が
転
出
数
を
上
回
る
転
入
超
過
率
で
は
、
全
国

市 政 ル ポ 大
や ま と

和市

大
おおき

木　哲
さとる

大和市長
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約
１
７
０
０
の
市
町
村
の
う
ち
17
位
と
か
な
り
上
位

に
位
置
し
て
い
ま
す（
数
値
は『
２
０
１
９
年
住
民
基

本
台
帳
に
基
づ
く
総
務
省
発
表
』よ
り
）。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
他
市
に
比
べ

て
│
│
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
は
高
齢
化

率
が
21
％
を
超
え
た
段
階
（
※
平
成
25
・
２
０
１
３

年
度
）
で
、
本
市
も
超
高
齢
社
会
に
入
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
の
こ
と
は
以
前
か
ら
予
測
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
に
策
定
（
第
１
期
）

し
、
今
年
３
月
に
改
訂
（
第
２
期
）
し
た
本
市
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
、
ピ
ー
ク
（
24
万
人
台
）
を
令
和

５（
２
０
２
３
）年
に
迎
え
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
想
定
の
下
で
、
私
は
市
長
就
任
以
来
、

誰
も
が
願
う『
健
康
』を
施
策
の
中
心
に
据
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平

成
21（
２
０
０
９
）年
に『
第
８
次
総
合
計
画
』を
策
定

し
、
市
制
施
行
60
周
年
に
当
た
る
昨
年
に
策
定
し
た

『
健
康
都
市
や
ま
と
総
合
計
画（
第
９
次
総
合
計
画
に

相
当
）』に
お
い
て
も
、
第
８
次
計
画
か
ら
引
き
続
き

《
人
の
健
康
》《
ま
ち
の
健
康
》《
社
会
の
健
康
》か
ら
な

る『
３
つ
の
健
康
』を
市
政
の
目
標
と
し
て
う
た
っ
て

い
ま
す
」

　

こ
の
よ
う
に
、
大
木
市
長
は
市
長
就
任
以
来
、
一

貫
し
て「
健
康
を
基
軸
と
す
る
市
政
運
営
」を
展
開
し

て
き
た
。
平
成
20（
２
０
０
８
）年
に「
健
康
都
市
連

合
」
に
加
盟
す
る
と
、
市
制
施
行
50
周
年
の
節
目
と

な
っ
た
平
成
21（
２
０
０
９
）年
に「
健
康
都
市　

や

ま
と
宣
言
」
を
発
信
。
そ
の
後
、
市
政
全
般
に
わ
た

る
健
康
都
市
づ
く
り
へ
の
幅
広
い
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
大
和
市
は「
健
康
都
市
連
合
国
際
大
会
」に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
に
３
回
、
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
木
市
長
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
、

中
国
・
上
海
に
お
い
て
１
２
０
カ
国
が
参
加
し
開
催

さ
れ
た「
第
９
回
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）ヘ
ル
ス
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
国
際
会
議
」
へ
招
待
さ
れ
、
わ
が

国
の
首
長
と
し
て
唯
一
参
加
し
、
大
和
市
の
健
康
施

策
の
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。

大和駅前に建つ「文化創造拠点シリウス」

シリウス1Fでは、開放的な吹き抜けのもと、図書館の本を並びのカフェで読める

大和市

横浜市
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『
３
つ
の
健
康
』の
基
は
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

　
「
健
康
を
基
軸
と
す
る
市
政
運
営
」の
基
盤
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
大
木
市
長
が
就
任
直
後
に
着
手
し

た
こ
と
の
一
つ
に
、
市
内
全
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ

て
い
る
学
校
図
書
館
の
改
革
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
子

ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
育
つ
ま
ち
こ
そ
が
『
３
つ

の
健
康
』
の
基
で
あ
り
、
と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
読
書
は
想
像
力
や
思
考
力
を
育
み
、
個
性

豊
か
な
人
間
形
成
を
図
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
」（
大
木
市
長
）だ
か
ら
だ
。

　

学
校
図
書
館
の
改
革
は
、
大
木
市
長
の
学
校
図
書

館
の
視
察
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
「
私
が
学
校
図
書
館
の
視
察

を
通
じ
て
、
痛
切
に
感
じ
た

の
は
、
一
言
で
言
え
ば
活
気

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

人
の
気
配
が
あ
ま
り
な
い
図

書
館
。
全
体
と
し
て
暗
い
印

象
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
学

校
図
書
館
を
子
ど
も
た
ち
が

集
い
、
明
る
く
活
気
あ
る
場

所
に
変
え
て
い
こ
う
と
決
心

し
た
の
で
す
」（
大
木
市
長
）

　

ま
ず
、
全
て
の
学
校
図
書

館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
居
心
地
の

良
い
空
間
と
す
る
た
め
、
書

棚
や
机
の
形
、
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
な
ど
に
も
配
慮
し
た
図
書
館
づ
く
り
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
が
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
場
所
に
変
え
、

人
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
学
校
図
書
館
へ

が
ら
り
と
変
わ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道

番
組
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
二
点
目
と
し
て
、
市

立
小
中
学
校
全
校（
28
校
）に
学
校
図
書
館
司
書
を
配

置
。
各
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
な
学
校

図
書
館
運
営
を
行
う
な
ど
拡
充
を
図
っ
た
。
三
点
目

は
、
学
校
図
書
館
司
書
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
た
。
こ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
を
中
心
に
、
学
校
図
書
館
の
蔵
書
の
選
定
・
充

実
を
図
っ
た
。

　
「
学
校
図
書
館
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
あ
い
ま
っ
て
、
文
部
科
学
省
か
ら
も
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
、
こ
こ
９
年
間
で
本
市
の
小
学
校
４
校
が

読
書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書

量
も
増
加
し
、
昨
年
１
年
間
の
１
人
当
た
り
の
読
書

冊
数
は
、
小
学
生
が
２
０
２
冊
、
中
学
生
が
58
冊
と

な
り
ま
し
た
」（
大
木
市
長
）

　

こ
う
し
た
成
果
は
各
方
面
か
ら
注
目
を
浴
び
、
国

内
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も
視
察
に
訪
れ
る
ほ
ど
、

大
和
市
の
学
校
図
書
館
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
の

で
あ
る
。
学
校
図
書
館
の
こ
う
し
た
改
革
は
、
市
の

図
書
館
施
策
全
般
の
改
革
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は

大
和
市
の
文
化
政
策
全
般
の
基
盤
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
代
表
例
が
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
11
月
、

市
域
の
中
心
部
に
位
置
す
る
大
和
駅
前
に
オ
ー
プ
ン

学校図書館は今や子どもたちのくつろぎの場（林間小学校）

国際学校図書館協会からも視察団が訪問（文ヶ岡小学校学校図書館）

親子で遊べる公園「星の子ひろば」と「市民交流拠点ポラリス」
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大和市　市 政 ル ポ

（神奈川県）

し
た
文
化
創
造
拠
点「
シ
リ
ウ
ス
」だ
。
シ
リ
ウ
ス
に

は
、
１
Ｆ
〜
６
Ｆ
ま
で
全
館
が
図
書
館
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
、
階
ご
と
に
特
色
あ
る
フ
ロ
ア
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。

　

シ
リ
ウ
ス
誕
生
の
反
響
は
大
き
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
地
域
活
動
の
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
調
査
な
ど
を

行
う
地
域
応
援
サ
イ
ト
「
生
活
ガ
イ
ド.com

」
が
今

年
３
〜
４
月
に
実
施
し
た
《
利
用
し
た
い
図
書
館
ラ

ン
キ
ン
グ
》
に
お
い
て
、
全
国
の
図
書
館
の
中
か
ら

シ
リ
ウ
ス
の
図
書
館
が
見
事
１
位
に
選
ば
れ
た
。
受

賞
理
由
に
は
「
大
和
市
の
中
心
的
な
拠
点
施
設
と
し

て
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
幅
広
い
蔵
書
を
そ
ろ
え

て
い
る
。
こ
ど
も
図
書
館
の
空
間
も
広
く
、
図
書
館

員
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
な
ど
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
図
書

館
」で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
に
よ
る
行
政
視
察
受
け
入

れ
件
数
調
査
で
は
、
シ
リ
ウ
ス
が
平
成
30（
２
０
１
８
）

年
度
に
全
国
第
１
位
と
２
件
差
の
第
２
位
と
な
っ
て

い
る
。

「
健
康
都
市
」の
シ
ン
ボ
ル
は 

図
書
館
城
下
町

　
「
大
和
市
の
学
校
図
書
館
と
市
立
図
書
館
に
共
通

す
る
の
は
、
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
や
市
民
の
皆

さ
ん
の
居
場
所
で
あ
り
、
か
つ
、
文
化
を
楽
し
む

場
所
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

シ
リ
ウ
ス
の
図
書
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け

を
市
民
目
線
で
提
供
す
る
こ
と
で
、
日
本
一
来
館

者
数
の
多
い
図
書
館
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

（
大
木
市
長
）

　

シ
リ
ウ
ス
は
、
開
館
以
来
多
く
の
来
館
者
で
に
ぎ

わ
い
、
年
間
来
館
者
数
３
百
万
人
を
数
え
る
ま
で
に

な
り
、
令
和
２
年（
２
０
２
０
）１
月
21
日
に
は
、
開

館
か
ら
３
年
２
カ
月
余
り
で
累
計
来
館
者
数
１
千
万

人
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
駅
前
の
商
業
ビ
ル
の
３
Ｆ

の
一
部
を
市
が
借
り
て
平
成
30（
２
０
１
８
）年
４
月

に
開
館
し
た
中
央
林
間
図
書
館
は
、
面
積
約
７
７
０

㎡
程
度
の
小
さ
な
図
書
館
な
が
ら
、
駅
前
と
い
う
立

地
を
生
か
し
、
開
館
初
年
度
の
来
館
者
数
は
約
87
万

人
と
な
っ
た
。
こ
の
数
は
東
京
の
日
比
谷
図
書
文
化

館
の
来
館
者
数
を
超
え
る
も
の
だ
。
さ
ら
に
、
高
座

渋
谷
駅
前
の
渋
谷
図
書
館
は
従
来
の
図
書
室
か
ら
の

格
上
げ
に
よ
り
、
自
動
貸
出
機
の
導
入
や
閲
覧
席
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
す
る
な
ど
利
用
し
や
す
い
図
書

館
へ
と
展
開
し
て
い
る
。

　
『
健
康
都
市
』
の
構
築
を
目
指
す
大
和
市
が
い
う

『
健
康
』と
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
市
民
が
心
身

と
も
に
健
康
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
《
人
の
健

康
》、
安
全
安
心
が
確
保
さ
れ
、
快
適
な
環
境
や
都

市
空
間
が
整
え
ら
れ
た《
ま
ち
の
健
康
》、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
経
済
活
動
が
充
実
し
、
豊
か
な
人
間

関
係
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
が
育
ま
れ
る
《
社
会
の
健

康
》
で
あ
り
、
健
康
都
市
づ
く
り
は
そ
れ
ら
が
三
位

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
だ
。
大
和
市
の
個
性
豊

か
で
、
内
容
が
充
実
し
た
図
書
館
で
過
ご
す
ひ
と
時

に
は
、
そ
れ
ら
の
要
素
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
凝
縮
さ

厚木基地の南側に隣接する公園「大和ゆとりの森」

昨年3月に完成した防災機能を備えた公園「やまと防災パーク」
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れ
て
い
る
。

　
「『
３
つ
の
健
康
』
へ
の
視
点
が
生
か
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
実
践
し
て
い
け
ば
、
お
の

ず
と
幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
が
居
心
地
の
良
さ
を
感

じ
、
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
幅

広
い
年
齢
層
の
市
民
が
常
に
循
環
す
る
形
で
、
あ
る

一
定
以
上
の
人
口
規
模
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
が《
健
康（
持
続
可
能
）な
人
口
構
造
》と
言

え
る
と
思
い
ま
す
」（
大
木
市
長
）

　

城
郭
を
中
心
に
町
割
り
を
行
う
城
下
町
に
な
ぞ
ら

え
、
図
書
館
を
中
心
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
意
味
す

る《
図
書
館
城
下
町
》を
ブ
ラ

ン
ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
し
て
発
信
し
始
め
た
大
和

市
。
シ
リ
ウ
ス
の
図
書
館
を

本
丸
に
見
立
て
、
北
部
の
出

城
と
し
て
中
央
林
間
図
書

館
、
南
部
の
出
城
と
し
て
渋

谷
図
書
館
の
３
館
を
主
軸

に
、
そ
の
他
の
学
習
セ
ン

タ
ー
図
書
室
を
合
わ
せ
た
５

館
を
展
開
。
さ
ら
に
各
館
で

実
施
す
る
お
は
な
し
会
や
、

市
内
の
各
駅
前
等
14
カ
所
に

設
置
し
た
図
書
返
却
ポ
ス
ト

な
ど
、
市
民
は
市
内
の
ど
こ

に
い
て
も
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
と
よ
り
、
各
小
中
学
校

の
学
校
図
書
館
で
の
読
書
施
策
の
推
進
な
ど
、
市

内
全
域
に
わ
た
っ
て
本
や
読
書
に
関
わ
る
取
り
組

み
が
「
図
書
館
城
下
町
」
を
旗
印
に
推
進
さ
れ
て
い

る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
図
書
館
施
策
の
拡
充
を
シ
ン
ボ
ル
に
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
大
和
市
の
大
胆
で

ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
進
化
し

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

一
体
化
す
る《
ま
ち
》《
健
康
》《
図
書
館
》

　

さ
て
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
大
和
市
は
細
長
い

形
の
市
域
が
特
徴
的
だ
。
大
和
市
の
表
現
に
よ
れ

ば
、
細
長
い
市
域
に
は「
３
つ
の
軸
」が
あ
り
、
南
北

に
並
ぶ「
３
つ
の
ま
ち
」で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
３
つ
の
軸
」の
一
つ
目
は
市
域
中
央
を
南
北
に
貫

く
鉄
道
や
幹
線
道
路
沿
い
に
都
市
機
能
が
集
積
す
る

ラ
イ
ン《
や
ま
と
軸
》だ
。
ま
た
市
域
の
東
側
を
流
れ

る
境
川
、
お
よ
び
西
側
を
流
れ
る
引ひ
き
じ
が
わ

地
川
沿
い
に
展

開
す
る
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
二
つ
の
ラ

イ
ン
を《
ふ
る
さ
と
軸
》と
名
付
け
、
合
わ
せ
て「
３

つ
の
軸
」と
し
て
い
る
。

　
「
３
つ
の
ま
ち
」の
一
つ
目
は
、
主
に
大
正
末
期
か

ら
昭
和
30
年
代
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
林
間
都
市
開

発（
小
田
急
電
鉄
が
主
体
と
な
っ
た
宅
地
開
発
）、
お

よ
び
主
に
昭
和
30
年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
実
施

さ
れ
た
東
急
多
摩
田
園
都
市
開
発
（
東
急
電
鉄
が
主

体
と
な
っ
た
宅
地
開
発
）で
誕
生
し
た
住
宅
地
群
と
、

古
く
か
ら
の
集
落
が
良
好
な
住
環
境
を
形
成
す
る

《
北
の
ま
ち
》だ
。

　

同
地
区
で
は
、
大
型
集
合
住
宅
等
の
開
発
が
今
も

盛
ん
で
、
現
在
進
行
形
で
人
口
増
が
見
ら
れ
る
。
鉄

道
駅
で
い
え
ば
、
小
田
急
江
ノ
島
線
・
東
急
田
園
都

市
線
の
中
央
林
間
駅
、
小
田
急
江
ノ
島
線
南
林
間

駅
、
お
よ
び
東
急
田
園
都
市
線
つ
き
み
野
駅
な
ど
の

周
辺
地
区
を
指
す
。

　

二
つ
目
は
昭
和
初
期
の
戦
時
体
制
下
に
、
現
在
の

相
模
原
市
や
綾
瀬
市
、
大
和
市
な
ど
の
広
域
エ
リ
ア

で
実
施
さ
れ
た「
軍
都
計
画
」に
基
づ
き
、
市
街
地
整

備
が
進
め
ら
れ
、
戦
後
も
継
続
的
に
都
市
機
能
が
集

積
し
て
き
た《
中
央
の
ま
ち
》だ
。
地
形
的
に
も
大
和

市
の
中
心
に
位
置
す
る
小
田
急
江
ノ
島
線
と
相
鉄
本

「女子サッカーのまち」を掲げる大和市のスポーツ拠点「大和なでしこスタジアム」

プロ野球、大学野球、高校野球などでも利用される「大和スタジアム」
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線
の
大
和
駅
を
中
心
と
す
る
地
区
を
指
す
。
ち
な
み

に
綾
瀬
市
と
大
和
市
に
ま
た
が
る
広
大
な
「
厚
木
基

地
」
は
、
軍
都
計
画
で
建
設
さ
れ
た
基
地
か
ら
、
米

海
軍
と
海
上
自
衛
隊
が
共
同
使
用
す
る
基
地
へ
と
変

わ
り
、
現
在
も
所
在
し
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
昭
和
40
年
代
・
50
年
代
か
ら
行
わ
れ
て

き
た
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
、
ゆ

と
り
あ
る
宅
地
と
昔
な
が
ら
の
街
並
み
が
共
存
す
る

小
田
急
江
ノ
島
線
高
座
渋
谷
駅
を
中
心
と
す
る
《
南

の
ま
ち
》
だ
。
こ
の
地
域
に
は
古
寺
社
が
多
く
、
農

地
も
比
較
的
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
引
地
川
と
境
川
か
ら
な
る
二
つ
の
《
ふ
る

さ
と
軸
》は
こ
れ
ら「
３
つ
の
ま
ち
」に
潤
い
を
与
え
る

よ
う
に
、
市
域
東
側（
境
川
）と
西
側（
引
地
川
）に
位

置
し
て
い
る
。
両
川
の
周
囲
に
は
数
多
く
の
緑
地
や

公
園
が
整
備
さ
れ
、
市
域
の
随
所
に
残
さ
れ
た
雑
木

林
と
と
も
に
緑
の
ベ
ル
ト
ラ
イ
ン
を
形
成
、
大
和
市

の
特
徴
的
な
景
観
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に《
や
ま
と
軸
》の
中
心
を
な
す
小
田
急
江
ノ

島
線
が「
３
つ
の
ま
ち
」を
縦
断
。
東
急
田
園
都
市
線

は
東
側
か
ら《
北
の
ま
ち
》に
乗
り
入
れ
、
小
田
急
江

ノ
島
線
と
中
央
林
間
駅
で
接
続
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
東
急
田
園
都
市
線
が
昭
和
51（
１
９
７
６
）年
に
町

田
市
域
か
ら
延
伸
し
、
大
和
市
内
に
新
駅
・
つ
き
み

野
駅
が
で
き
、
昭
和
59（
１
９
８
４
）年
に
現
在
の
中

央
林
間
駅
ま
で
延
伸
し
た
こ
と
が《
北
の
ま
ち
》の
人

口
を
大
幅
に
増
や
す
契
機
と
な
っ
た
。
同
時
に
10
万

人
台
か
ら
20
万
人
台
へ
と
、
大
和
市
全
体
の
人
口

を
、
短
期
間
に
大
き
く
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。

　

ま
た
相
鉄
本
線
は
小
田
急
江
ノ
島
線
と
《
中
央
の

ま
ち
》の
大
和
駅
で
交
差
し
、
市
域
中
央
部
を
横
断
。

国
道
２
４
６
号
と
東
名
高
速
道
路
も《
中
央
の
ま
ち
》

を
横
断
し
、
国
道
16
号
は《
北
の
ま
ち
》の
東
側
を
通

り
抜
け
て
い
る
。

　

ま
さ
に
網
の
目
の
よ
う
に
、
鉄
道
と
幹
線
道
路
が

緑
豊
か
な
市
域
全
体
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ

の「
網
の
目
ぶ
り
」は
、
前
述
の
と
お
り
八
つ
の
鉄
道

駅
か
ら
１
㎞
圏
内
に
居
住
す
る
市
民
の
割
合
が
80
％

に
も
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
よ
く
分
か
る
。
換
言

す
れ
ば
、
市
域
の
多
く
の
地
区
が
、
駅
か
ら
の
徒
歩

圏
内
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
和
市
は
「
交

通
至
便
」
と
い
う
不
動
産
用
語
が
、
字
義
通
り
に
成

立
し
て
い
る
ま
ち
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
大
和
駅
前
の
シ
リ
ウ
ス
の
図
書
館
を
《
中

央
の
ま
ち
》
の
新
た
な
核
と
す
れ
ば
、《
北
の
ま
ち
》

の
核
は
中
央
林
間
駅
前
の
商
業
ビ
ル
東
急
ス
ク
エ
ア

内
に
設
置
さ
れ
た
中
央
林
間
図
書
館
。《
南
の
ま
ち
》

の
核
は
高
座
渋
谷
駅
前
の
複
合
ビ
ル
・
イ
コ
ー
ザ
内

に
設
置
さ
れ
た
渋
谷
図
書
館
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ち
と
一
体
化
し
な
が
ら
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
拠

点
と
な
り
、
文
化
発
信
の
基
盤
と
も
な
っ
て
い
る
市

立
図
書
館
の
こ
う
し
た
充
実
ぶ
り
は
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
大
和
市
施
策
の
三
つ
の
柱

《
人
の
健
康
》《
ま
ち
の
健
康
》《
社
会
の
健
康
》を
映
し

出
す
、
ま
さ
に
鏡
の
よ
う
な
輝
き
を
放
っ
て
い
る
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
２
年
７
月
28
日
）

大和市の地勢を構成する「3つの軸」の一つ引地川

大和市には林間都市の所以（ゆえん）である雑木林が随所に健在
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